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所
得
に
占
め
る
税
金
と
社
会
保
障

費
の
割
合
を
示
す
国
民
負
担
率
は
、

２
０
２
３
年
度
で
46
・
１
％
、
財
政

赤
字
を
加
え
た
潜
在
的
な
国
民
負
担

率
は
54
・
６
％
で
す
（
財
務
省
）

今
回
の
子
育
て
増
税
は
年
収
６
０
０

万
円
の
会
社
員
の
世
帯
で
は
月
額
１
０

０
０
円
の
税
負
担
と
な
る
よ
う
で
す
。

子
育
て
増
税
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
75
歳
以
上
の
人
が
加
入
す
る
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
の
年
間
保
険
料
が
２

０
２
４
・
２
０
２
５
年
度
と
2
年
を
か

け
て
、
全
体
平
均
で
約
５
２
０
０
円

（
月
４
３
０
円
程
度
）
引
き
上
げ
ら
れ

ま
す
。
ま
た
、
２
０
２
４
年
度
の
国
民

健
康
保
険
料
の
上
限
が
2
万
円
引
き
上

げ
と
な
り
ま
す
。

更
に
、
食
料
品
の
値
上
げ
で
は
、
今

年
４
月
か
ら
の
値
上
げ
品
目
数
は
前
年

度
比
で
約
４
割
と
減
り
ま
し
た
が
、
値

上
げ
ラ
ッ
シ
ュ
は
続
き
、
庶
民
に
は
生

活
の
苦
労
が
続
き
ま
す
。

庶
民
に
は
低
賃
金
と
税
負
担
を
強
い

る
岸
田
政
権
。
金
権

に
ま
み
れ
た
自
民
党
。

裏
金
事
件
の
幕
引
き

を
許
さ
ず
、
自
民
党

を
政
権
の
座
か
ら
引

き
下
ろ
す
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。

岸
田
内
閣
は
２
０
２
３
年
１
月
に
「
異
次
元
の
少
子
化
対
策
」
を
掲
げ
、

12
月
に
は
児
童
手
当
や
育
児
休
業
給
付
な
ど
の
対
策
を
盛
り
込
ん
だ
「
子
ど

も
未
来
戦
略
」
を
閣
議
決
定
し
、
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
」
の
総
額
を

３
兆
６
千
億
円
と
し
ま
し
た
。
少
子
高
齢
化
の
中
、
子
育
て
は
重
要
で
す
が
、

そ
の
財
源
確
保
を
増
税
で
賄
お
う
と
し
て
い
ま
す
。
他
方
、
軍
事
費
を
向
う

５
年
間
で
43
兆
円
と
し
、
天
井
知
ら
ず
の
大
判
振
る
舞
い
で
す
。
昨
年
に
続

き
、
食
料
品
や
宅
配
料
な
ど
値
上
げ
ラ
ッ
シ
ュ
は
続
き
、
生
活
を
圧
迫
し
て

お
り
、
も
う
こ
れ
以
上
の
増
税
は
許
せ
ま
せ
ん
。

もう限界だ！値上げラッシュに「子育て」増税

税
と
社
会
保
障
費
の

国
民
負
担
率
が
所
得
の
半
分

庶
民
に
は
増
税
を
押
し
つ
け

裏
金
づ
く
り
に
狂
奔
の
自
民



(1988年１月18日第三種郵便物認可) 『 週 刊 新 社 会 』 号 外 ２０２４年５月

お問い合わせ先週刊新社会を

読みませんか

岸
田
内
閣
は
２
０
２
３
年
12
月
に
「
安
保

三
文
書
」
を
閣
議
決
定
し
、
戦
争
の
道
を

開
き
」
ま
し
た
。
そ
の
一
つ
の
「
国
家
防

衛
戦
略
」
で
は
敵
の
射
程
圏
外
か
ら
攻
撃

で
き
る
「
ス
タ
ン
ド
・
オ
フ
防
衛
能
力
」
、

の
強
化
、
米
軍
と
協
力
し
て
攻
撃
も
で
き

る
「
統
合
防
空
ミ
サ
イ
ル
防
衛
」
に
移
行

し
、
反
撃
能
力
を
行
使
す
る
こ
と
を
定
め

ま
し
た
。
「
防
衛
力
整
備
計
画
」
で
は
米

国
製
巡
航
ミ
サ
イ
ル
「
ト
マ
ホ
ー
ク
」
の

導
入
を
盛
り
込
み
ま
し
た
。
ま
た
「
継
戦

能
力
」
も
重
視
し
、
防
衛
装
備
品
の
部
品

や
弾
薬
な
ど
の
調
達
費
を
現
行
予
算
の
２

倍
に
し
、
防
衛
費
は
23
～
27
年
度
の
５
年
間

の
総
額
で
現
行
の
１
・
５
倍
の
43
兆
円
に
増

や
し
ま
し
た
。
「
必
要
最
小
限
度
の
防
衛

力
」
と
の
名
で
、
明
ら
か
に
憲
法
九
条
を

否
定
す
る
政
治
を
続
け
て
い
ま
す
。
改
め

て
憲
法
九
条
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

い
か
が
で
し
ょ
う
か
？
日
本
の
現
状
は

明
ら
か
に
憲
法
九
条
を
無
視
し
て
い
ま
す
。

次
に
生
活
と
生
存
に
関
し
て
は
憲
法
25
条

に
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
。

非
正
規
労
働
者
の
低
賃
金
、
ひ
と
り
親

家
庭
の
生
活
苦
、
生
活
保
護
の
増
加
を
見

る
と
憲
法
25
条
を
生
か
す
政
治
が
必
要
で
す
。

憲
法
27
条
で
は
勤
労
の
権
利
が
記
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
現
実
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
？

改
め
て
日
本
国
憲
法
を
読
み
直
し
、
岸

田
政
権
の
憲
法
破
壊
の
政
治
を
糾
弾
し
国

政
転
換
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

今
年
５
月
３
日
で
憲
法
施
行
77
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
今
、
世
界
は
戦
争
と
飢
餓
が

覆
う
な
か
、
日
本
国
憲
法
の
世
界
的
な
価
値
が
い
よ
い
よ
輝
き
ま
す
。
日
本
こ
そ
憲
法

「
前
文
」
の
示
さ
れ
た
精
神
を
生
か
し
、
独
自
の
外
交
を
積
極
的
に
行
う
べ
き
で
す
。

し
か
し
、
歴
代
の
自
公
政
権
は
憲
法
を
無
視
し
、
国
会
軽
視
、
閣
議
決
定
を
乱
発
し
、

憲
法
と
真
逆
の
「
戦
争
へ
の
道
」
を
掃
き
清
め
る
悪
法
を
法
制
化
し
て
い
ま
す
。
今
こ

そ
「
憲
法
を
守
り
生
か
そ
う
」
と
の
世
論
を
大
き
く
し
、
改
憲
を
阻
み
ま
し
ょ
う
。

憲法施行77年 改めて憲法を読もう！

日
本
国
民
は
正
当
に
選
挙
さ
れ
た
国
会
に
お
け
る
代
表
者
を
通
じ
て
行
動
し
、
わ
れ
ら
と
わ
れ
ら
の
子
孫

の
た
め
に
、
諸
国
民
と
協
和
に
よ
る
成
果
と
、
わ
が
国
全
土
に
わ
た
っ
て
自
由
の
も
た
ら
す
恵
沢
を
確
保
し
、

政
府
の
行
為
に
よ
っ
て
再
び
戦
争
の
惨
禍
が
起
こ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
を
決
意
し
、
こ
こ
に
主

権
が
国
民
に
存
す
る
こ
と
を
宣
言
し
、
こ
の
憲
法
を
確
定
す
る
。
～
中
略
～
わ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
の
国
家
も
、

自
国
の
こ
と
の
み
に
専
念
し
て
他
国
を
無
視
し
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
っ
て
、
政
治
道
徳

の
法
則
は
、
普
遍
的
な
も
の
で
あ
り
、
こ
の
法
則
に
従
う
こ
と
は
、
自
国
の
主
権
を
維
持

し
、
他
国
と
対
等
関
係
に
立
と
う
と
す
る
各
国
の
責
務
で
あ
る
と
信
ず
る
。
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第
二
章

戦
争
の
放
棄

〔
戦
争
の
放
棄
と
戦
力
及
び
交
戦
権
の

否
認
〕

第
九
条

日
本
国
民
は
、
正
義
と
秩
序

を
基
調
と
す
る
国
際
平
和
を
誠
実
に
希

求
し
、
国
権
の
発
動
た
る
戦
争
と
、
武

力
に
よ
る
威
嚇
又
は
武
力
の
行
使
は
、

国
際
紛
争
を
解
決
す
る
手
段
と
し
て
は
、

永
久
に
こ
れ
を
放
棄
す
る
。

２

前
項
の
目
的
を
達
す
る
た
め
、
陸

海
空
軍
そ
の
他
の
戦
力
は
、
こ
れ
を
保

持
し
な
い
。
国
の
交
戦
権
は
、
こ
れ
を

認
め
な
い
。

〔
生
存
権
及
び
国
民
生
活
の
社
会
的
進
歩

向
上
に
努
め
る
国
の
義
務
〕

第
二
十
五
条

す
べ
て
国
民
は
、
健
康
で

文
化
的
な
最
低
限
度
の
生
活
を
営
む
権
利

を
有
す
る
。

２

国
は
、
す
べ
て
の
生
活
部
面
に
つ
い

て
、
社
会
福
祉
、
社
会
保
障
及
び
公
衆
衛

生
の
向
上
及
び
増
進
に
努
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

〔
勤
労
の
権
利
と
義
務
、
勤
労
条
件
の
基

準
及
び
児
童
酷
使
の
禁
止
〕

第
二
十
七
条

す
べ
て
国
民
は
、
勤
労
の

権
利
を
有
し
、
義
務
を
負
ふ
。

２

賃
金
、
就
業
時
間
、
休
息
そ
の
他
の

勤
労
条
件
に
関
す
る
基
準
は
、
法
律
で
こ

れ
を
定
め
る
。

３

児
童
は
、
こ
れ
を
酷
使
し
て
は
な
ら

な
い
。


